
惣
〆
弐
百
壱
石
参
斗
四
升
（
一
、
六
七
七
反
八
三
）

酉
四
月
十
五
日
庄
屋
久
蔵

古
町
当
前
中

、、、
一
品

一
、

一
℃

一
、

一
、

一
、

一
、

一
、一

、
一
丸

一
、

一
、

一
旬

一
、

一
、

一
、

一
勺

一
、

一
、

一
、

一
、

文
化
十
癸
酉
年
四
月
十
五
日
（
西
暦
一
、
八
一
三
年
）

文
政
二
已
卯
年
四
月
（
西
暦
一
、
八
一
九
年
）

金
木
組
嘉
瀬
村
当
御
神
楽
入
用
割
合
人
別
帳

代
庄
屋
傅
左
ェ
門

覚

一
、
田
方
壱
反
歩
一
一
付
壱
斗
壱
升
当
り

〆
参
拾
五
石
七
斗
四
升

参弐六
石石斗
弐 参 四
斗斗升
六八

升 升

弐弐弐弐弐弐壱四
石 石 石 石 石 石 石 斗
七 六 八 六 弐 六 弐 壱
升 升 斗 斗 斗 斗 斗 升

七弐五
升升升

七
斗
壱
升
喜
八

四
斗
八
升
源
四
郎

平
河

弐
石
五
斗
壱
升
久
次
郎

弐
石
四
斗
四
升
久
左
エ
門

弐
石
兵
四
郎

弐
石
六
斗
壱
升
五
介

弐
石
九
斗
四
升
弥
左
エ
門

弐
石
弐
斗
六
升
間
介

壱
斗
八
六

Ｉ
六
兵
術

壱
石
弐
斗
五
升
兵
左
エ
門

七
斗
六
升
卯
之
松

壱
石
六
斗
弥
太
郎

久
五
郎

新
兵
衛

忠
兵
衛

惣
十
郎

反
次
郎

安
兵
衛

善
七

半
次
郎

三
九
郎

長
之
亟

（
六
反
四
五
）

（
四
反
三
六
）

（
二
二
反
八
二
）

（
一
三
反
一
八
）

（
一
八
反
一
八
）

（
二
三
反
七
二
）

（
二
六
反
七
三
）

（
二
○
反
五
四
）

（
○
反
九
一
）

（
１
）

、

（
二
反
三
六
）

（
六
反
九
二
）

（
一
四
反
五
五
）

（
三
反
七
三
）

二
一
反
三
六
）

（
二
三
反
六
四
）

（
二
○
反
○
○
）

（
二
三
反
八
一
）

（
二
六
反
一
○
）

（
一
八
反
七
三
）

（
一
八
反
八
二
）

（
五
反
八
二
）

（
一
二
反
六
四
）

（
二
九
反
六
四
）

、、、 一
、

一
、

一
、

一
、

一
、

一
、

一
、

一
旬

一
、

一
、

一
、

｜
、

一
、

一
、

一
、

一
や

一
、

一
、

一
、

一
、

一
、

一
、
拾
文
長
六
（
五
人
）

〆
参
百
八
拾
六
文
（
三
九
戸
）

惣
〆
千
五
百
参
拾
八
文
（
一
三
七
戸
）

、、、、、、、、

文
化
十
癸
酉
年
九
月
十
九
日
割
（
西
暦
一
、
八
一
三
年
）

文
政
拾
壱
戌
子
年
三
月
（
西
暦
一
、
八
二
八
年
）

金
木
組
彊
瀬
村
御
神
楽
入
用
割
合
取
立
人
別
帳

庄
屋
権
左
エ
門

党

一
、
田
方
壱
反
歩
壱
斗
壱
升
当
り

壱
斗
参
升
喜
八
（
一
反
一
八
）

八
斗
七
升
源
四
郎
（
七
反
九
ご

平
河

壱
石
参
斗
八
升
久
次
郎
（
一
二
反
五
五
）

壱
斗
参
升
久
左
エ
門
（
一
反
○
八
）

九
斗
僻
三
郎
（
八
反
一
八
）

参
斗
七
升
傅
六
（
三
反
三
六
）

壱
斗
四
升
興
次
郎
（
一
反
七
二
）

参
斗
五
升
兵
四
郎
（
三
反
一
八
）

壱
石
参
斗
四
升
長
三
郎
（
一
二
反
一
八
）

壱
石
六
斗
八
升
半
三
郎
（
一
五
反
二
七
）

弐
石
九
升
弥
八
（
一
九
反
○
○
）

太
助
（
１
）

壱
石
参
斗
庄
助
（
二
反
八
二
）

弐
石
九
斗
五
升
弥
三
郎
（
二
六
反
八
二
）

参
石
壱
斗
四
升
弥
九
郎
（
二
八
反
五
五
）

参
石
九
斗
六
升
左
三
次
（
三
六
反
○
○
）

四
斗
弐
升
八
三
郎
（
三
反
八
二
）

壱
石
仁
太
郎
（
九
反
○
九
）

弐
石
四
升
吉
兵
衛
（
一
八
反
五
四
）

参
斗
参
升
久
三
郎
（
三
反
○
○
）

土
岐

壱
石
七
斗
参
升
六
之
亟
（
一
五
反
七
三
）

〆
四
拾
石
壱
斗
参
升
（
三
六
四
反
八
二
）
二
九
戸

弐
之
人

参
石
四
斗
五
升
久
五
郎
（
三
一
反
三
七
）

壱
石
参
斗
六
升
新
兵
衛
（
二
一
反
三
六
）

弐
石
参
斗
忠
兵
衛
（
二
○
反
九
一
）

弐壱壱弐五弐弐参壱

石石石石斗石石斗之

奇卑囲里郭寄葺昇人
六六参九八参
升升升升升升

惣
十
郎

反
次
郎

安
兵
踊

善
七

半
次
郎

三
九
郎

憂
之
亟

次
郎
兵
衛

（
三
反
一
八
）

（
一
二
反
一
八
）

（
二
一
反
○
○
）

（
四
反
七
三
）

（
一
二
一
反
六
四
）

（
一
三
反
○
○
）

二
五
反
○
九
）

（
一
二
反
四
五
）

を
経
た
文
化
十
年
に
至
っ
て
、
一
、
六
七
七
反
（
一
六
七

町
歩
）
に
開
田
復
旧
が
進
行
し
た
こ
と
を
、
嘉
瀬
八
幡
宮

例
祭
奉
加
帳
で
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
当
時
の
水
利
（
用
水
）
関
係
を
み
る

と
き
、
嘉
瀬
の
水
田
用
水
は
、
中
柏
木
山
か
ら
の
沢
水
、

小
田
川
か
ら
の
取
水
と
。
南
朝
建
武
時
代
（
西
暦
一
、
三

る
湿
原
の
荒
廃
地
で
あ
っ
た
ろ
う
し
、
農
地
（
水
田
）
は

嘉
瀬
村
を
と
り
ま
く
周
辺
が
開
田
さ
れ
て
い
た
に
過
ぎ
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
・

嘉
瀬
八
幡
宮
御
神
楽
例
祭
帳
よ
り
試
算
す
る
と
、
文
化

十
年
か
ら
五
年
過
ぎ
て
文
政
二
年
ま
で
に
二
十
町
歩
開
田

が
進
み
、
文
政
二
年
よ
り
文
政
十
一
年
ま
で
の
約
八
年
間

に
約
四
十
町
歩
開
田
さ
れ
、
文
化
十
年
か
ら
は
約
六
十
町

一
三
年
代
）
の
十
二
代
東
日
流
藤
崎
城
主
安
東
宗
季
が
領

下
代
官
に
あ
て
た
書
状
に
『
馬
ノ
郡
、
嘉
奈
岐
堰
、
嘉
勢

堰
を
引
水
し
て
良
く
拓
し
べ
す
』
と
あ
る
嘉
瀬
大
堰
は
、

車
町
を
切
割
り
従
断
し
て
、
上
鍛
冶
町
薬
師
堂
下
流
に
広

が
る
水
田
用
水
と
し
た
用
水
し
か
な
く
、
小
田
川
と
金
木

川
の
落
合
、
小
田
川
と
飯
詰
川
の
落
合
の
末
場
で
あ
る
、

今
に
言
う
、
浮
洲
・
三
本
柳
地
区
は
、
ア
ス
ガ
ャ
の
生
え

分
家
独
立
さ
せ
得
る
土
地
の
確
保
が
、
何
ん
で
文
政
年

間
に
至
っ
て
出
来
得
た
の
だ
ろ
う
か
、
そ
れ
は
、
当
時
の

農
民
は
水
と
の
戦
い
、
河
川
の
改
修
、
用
水
の
整
備
に
は

げ
ん
だ
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
発
展
的
に
嘉
瀬
の
水
田

が
拡
大
さ
れ
て
い
っ
た
因
子
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
、
文

政
七
年
（
西
暦
一
、
八
二
四
年
）
、
長
富
溜
池
・
嘉
瀬
情

歩
、
嘉
瀬
村
の
水
田
が
開
拓
さ
れ
て
い
る
。

文
政
二
年
と
、
文
政
十
一
年
と
の
奉
加
帳
よ
り
の
農
地

と
、
戸
数
の
変
動
を
対
比
し
て
み
る
と
き
、
一
○
反
歩
以

上
耕
作
す
る
戸
数
と
反
別
に
大
き
な
変
動
が
生
じ
て
い
な

い
が
、
一
○
反
歩
以
下
を
耕
作
す
る
農
家
が
急
増
し
て
い

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
嘉
瀬
村
全
体
戸
数
の
二
○
％
を
し

め
る
三
六
戸
の
三
反
百
姓
は
、
貧
農
か
ら
は
い
あ
が
れ
な

い
で
い
た
こ
と
も
、
こ
の
奉
加
帳
か
ら
く
み
と
れ
る
。

ま
た
、
文
政
二
年
か
ら
文
政
十
一
年
間
で
、
五
反
歩
か

ら
一
○
反
歩
未
満
の
耕
作
戸
数
が
増
え
て
い
る
こ
と
は
、

あ
る
程
度
の
湿
地
の
開
田
も
進
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
農
家
に

も
自
立
で
き
得
る
余
農
地
を
も
て
る
よ
う
に
な
り
、
次
三

男
に
水
田
を
分
与
、
分
家
独
立
を
は
か
っ
た
か
ら
で
あ
る

ア

フ
0
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, 伝

、 、、、、、、、、、、、、 、、、、
一
丸

一
、

一
、

一
、

一
、

一
、

一
、

一
、

一
、 一

、
一
、

一
、

一
幸

一
、

一
、

一
、

一
、

一
、

一
、

一
、

〆
四
拾
石
七
斗
七
升

〆
参
拾
七
石
四
斗
七
升

木
村

四
石
弐
斗
六
升
次
兵
衛

九
斗
弐
升
孫
助

壱
石
五
斗
弐
升
六
之
亟

Ｉ
留
次
郎

弐
石
五
斗
八
升
松
兵
衛

弐
石
五
斗
四
升
兵
作

弐
斗
八
升
甚
之
丈

弐
石
五
斗
九
升
長
八

壱
石
四
斗
弐
升
善
三
郎

参
斗
参
升
甚
太
郎

壱
石
七
斗
九
升
七
兵
衛

壱
斗
参
升
弥
之

弐
石
四
斗
七
升
佐
五
助

壱弐九七
石石斗斗
壱五九八
斗升升升
四

升

文
政
二
已
卯
年
四
月
（
西
暦
一
、
八
一
九
年
）

参
斗
四
升
安
左
エ
門

能
登
屋

参
石
五
斗
源
太
郎

黒
川

弐
石
弐
斗
七
升
長
太

参
石
参
斗
五
升
長
次
郎

参
石
四
斗
八
升
権
四
郎

四
斗
仁
兵
衛

壱
石
六
斗
七
升
太
郎
次

壱
石
四
斗
八
升
孫
三
郎

六
斗
五
升
万
助

壱
石
八
升
孫
十
郎

弐
石
弐
斗
参
升
黒
汕
左
エ
門

壱
石
参
升
半
左
エ
門

壱
石
五
升
善
十
郎

鳴
海

弐
石
参
斗
弐
升
三
左
エ
門

七
斗
九
升
菩
八

土
岐

弐
斗
五
升
甚
九
郎

内
海

参
石
弐
斗
九
升
勘
六

秋
田
躍

弐
石
参
斗
四
升
七
左
エ
門

鳴
海

壱
石
参
斗
七
升
善
兵
衛

八
斗
九
升
惣
三
郎

勘 丈 弥 傅
介介七七

郎

（
三
八
反
七
三
）

（
八
反
三
六
）

（
一
三
反
八
二
）

〆

（
ｌ

（
二
三
反
四
五
）

（
二
三
反
四
五
）

（
二
反
五
四
）

（
二
三
反
五
五
）

（
二
一
反
九
一
）

（
一
六
反
二
七
）

（
一
六
反
二
七
）

（
一
反
一
八
）

（
一
二
一
反
四
五
）

（
七
反
一
○
）

（
九
反
○
○
）

（
一
八
反
六
四
）

（
一
○
反
三
六
）

（
九
反
八
二
）

（
二
○
反
二
七
）

（
九
反
八
二
）

（
九
反
五
五
）

（
一
二
反
一
○
）

（
七
反
一
八
）

（
二
反
二
七
）

（
二
九
反
九
一
）

（
一
二
反
二
七
）

（
二
一
反
四
五
）

（
八
反
一
○
）

（
三
反
一
○
）

（
三
一
反
八
二
）

（
二
○
反
六
四
）

（
三
○
反
四
五
）

（
三
一
反
六
四
）

（
三
反
六
四
）

（
一
五
反
一
八
）

（
一
三
反
四
五
）

（
五
反
九
一
）

、、、、、、、、、、、、、 、、、、、、、、一
、

一
、

一
、

一
、

一
、

一
、

一
、

一
、

一
や

一
、

一
、

一
、

一
、

一
、

一
、

一
、

一
、

一
口

一
、

一
、

一
、

一
、

一
、

一
℃

参
石
四
升
善
太
左
エ
門
（
二
七
反
六
四
）

壱
石
四
斗
四
升
甚
三
郎
（
一
三
反
○
九
）

四
斗
参
升
安
之
助
（
三
反
九
一
）

壱
石
九
斗
六
升
佐
五
兵
衛
（
一
七
反
八
二
）

参
石
四
升
勘
三
郎
（
二
七
反
六
四
）

壱
石
八
斗
七
升
七
之
助
（
一
七
反
○
○
）

四
斗
六
升
喜
兵
衛
（
四
反
一
八
）

壱
石
八
斗
六
升
太
兵
衛
（
一
六
反
九
一
）

〆
五
拾
石
六
斗
弐
升
（
四
六
○
反
一
八
）
二
十
戸
名

四
之
人

木
村

四
石
次
兵
衛
（
三
六
反
三
六
）

弐
斗
孫
助
（
一
反
八
二
）

弐
石
弐
斗
六
升
六
之
亟
（
二
反
四
五
）

六
斗
留
次
郎
（
五
反
四
五
）

参
石
六
升
松
兵
衛
（
二
七
反
八
二
）

弐
石
参
斗
五
升
兵
作
（
一
二
反
三
六
）

壱
石
弐
斗
四
升
甚
之
丈
二
一
反
二
七
）

弐
石
九
升
長
八
（
一
九
反
○
○
）

弐
石
弐
斗
六
升
善
三
郎
（
二
○
反
五
五
）

五
斗
甚
太
郎
（
四
反
五
五
）

壱
石
九
斗
参
升
七
兵
衛
（
一
七
反
五
五
）

壱
石
参
升
善
之
助
（
九
反
三
六
）

八
斗
参
升
作
十
郎
（
七
反
五
五
）

壱
石
五
斗
六
升
半
四
郎
（
一
四
反
一
八
）

四
斗
八
升
初
太
郎
（
四
反
三
六
）

壱
石
参
斗
四
升
甚
左
エ
門
（
一
二
反
一
八
）

壱
石
四
斗
圧
三
郎
（
一
二
反
七
三
）

壱
石
弐
斗
八
升
十
三
郎
（
二
反
六
四
）

壱
石
七
升
半
兵
衛
（
九
反
七
三
）

弐
斗
六
升
万
左
エ
門
（
二
反
一
六
）

壱
石
弐
斗
六
升
甚
兵
術
二
一
反
四
五
）

壱
石
弐
斗
四
升
忠
三
郎
（
一
○
反
三
三
）

五
斗
九
升
傅
吉
（
五
反
三
六
）

壱
石
弐
斗
四
升
三
五
郎
二
一
反
二
七
）

弐
石
参
斗
七
升
善
五
兵
術
（
一
二
反
五
五
）

弐
石
五
斗
八
升
久
七
（
一
二
反
五
○
）

壱
石
弐
斗
弐
升
弥
十
（
二
反
○
九
）

参
斗
六
升
権
助
（
三
反
二
七
）

〆
参
拾
九
石
六
斗
（
三
六
○
反
○
○
）
二
十
八
戸

五
之
人

弐
石
参
斗
五
升
能
謹
ェ
門
（
二
一
反
三
六
）

弐
石
壱
斗
五
升
源
太
郎
（
一
九
反
五
五
）

黒
川

参
石
九
升
長
太
（
二
八
反
○
九
）

参
石
壱
斗
壱
升
長
次
郎
（
二
八
反
二
七
）

弐
石
九
斗
七
升
権
四
郎
（
二
七
反
○
○
）

弐
斗
八
升
仁
兵
衛
（
二
反
五
五
）

九
斗
七
升
太
郎
次
（
八
反
八
二
）

弐
石
六
斗
参
升
孫
三
郎
（
二
三
反
九
二

弐
石
参
斗
参
升
万
助
（
一
二
反
一
八
）

文
政
拾
壱
戌
子
年
三
月
（
西
暦
一
、
八
二
八
年
）

『
嘉
瀬
の
屋
号
は
名
前
で
あ
っ
た
』

文
政
八
乙
酉
年
嘉
瀬
八
幡
宮
御
神
楽
例
祭
帳
に
よ
る

『
古
町
当
前
中
八
幡
宮
総
代
名
」
の
各
総
代
名
列
記
の
中

に
、
能
登
屋
・
小
松
屋
・
秋
田
屋
・
浜
田
屋
・
鎌
田
屋
の

屋
号
で
記
録
さ
れ
る
名
が
出
て
く
る
こ
と
は
、
天
明
飢
饅

で
壊
滅
し
た
嘉
瀬
の
復
興
も
、
藩
政
策
に
よ
る
日
本
海
側
、

北
陸
・
出
羽
・
秋
田
地
方
の
移
民
が
嘉
瀬
地
区
に
送
り
込

ま
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
出
身
の
地
能
登
を
と
っ
て
、
能

登
屋
を
屋
号
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
他
の
嘉
獺
の
人

る
。
現
在
の
派
立
通
り
は
、
当
時
ま
ば
ら
に
家
屋
が
点
在

す
る
の
み
で
あ
っ
た
ろ
う
。

岩
木
川
流
域
の
新
田
開
拓
が
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
文
化

・
文
政
時
代
に
、
一
つ
の
集
落
が
百
軒
以
上
に
構
成
さ
れ

て
い
る
部
落
は
、
津
軽
新
田
地
方
の
、
二
十
軒
三
十
軒
と

点
在
し
て
い
た
時
、
嘉
瀬
は
、
津
軽
地
方
田
舎
之
庄
内
で

も
、
大
集
落
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
。
大
き
な
部
落
、
大

き
な
村
で
、
嘉
瀬
村
の
創
成
は
、
古
町
を
基
点
と
し
て
、

開
田
が
進
む
に
つ
れ
て
、
現
在
の
嘉
瀬
の
集
落
構
成
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

々
は
、
三
年
お
き
に
例
祭
し
た
御
神
楽
奉
加
帳
を
み
る
と

き
、
五
十
年
を
経
て
も
、
百
年
・
百
五
十
年
を
経
て
も
、

奉
加
帳
の
中
に
、
「
安
兵
衛
』
『
次
兵
衛
」
の
名
が
出
て

く
る
。
例
え
ば
、
『
次
兵
衛
』
の
相
続
長
男
『
兵
助
』
が
、

生
人
跡
目
相
続
し
て
『
次
兵
衛
』
と
改
名
、
一
家
相
伝
、

そ
れ
が
連
綿
と
続
い
た
の
だ
ろ
う
。
木
村
家
の
呼
び
名
は

》
ン
ヒ
エ

今
で
も
『
次
兵
衛
」
と
屋
号
で
呼
ば
れ
て
い
る
如
く
・

文
政
十
一
戌
子
年
三
月
御
神
楽
入
用
人
別
帳
を
み
て
も

ら
え
ば
わ
か
り
ま
す
が
、
『
善
七
』
「
久
次
郎
』
『
長
三

郎
』
『
利
八
』
「
権
六
』
『
勘
助
』
『
弥
惣
』
『
善
八
』

「
十
五
郎
』
と
言
う
名
が
出
て
く
る
だ
ろ
う
。
例
え
ば

『
直
助
』
の
暮
些
の
家
っ
．
と
単
詞
で
言
え
ば
、
当
時

『
直
助
」
の
家
の
こ
と
を
指
し
て
い
た
。
名
字
と
名
前
の

頭
文
字
を
と
っ
て
屋
号
と
な
っ
た
も
の
も
あ
る
。
例
え
ば

「
山
久
』
の
如
く
・

現
在
の
嘉
瀬
に
お
い
て
も
、
例
え
ば
『
三
五
郎
』
の
家

を
、
「
サ
ン
。
．
の
家
っ
．
』
と
通
常
呼
ば
れ
て
い
る
と
こ

ろ
を
み
る
と
、
本
編
の
奉
加
帳
に
列
記
さ
れ
て
い
る
名
前

と
対
比
し
て
み
て
も
、
私
達
の
先
祖
の
名
前
が
屋
号
、
呼

び
名
と
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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戦
後
（
第
二
次
世
界
大
戦
後
）
の
昭
和
二
十
一
年
二
月
、
マ
ッ
カ
ー
サ

ー
指
令
に
よ
っ
て
、
自
作
農
創
設
特
別
措
置
法
い
わ
ゆ
る
農
地
改
革
が
実

施
さ
れ
、
嘉
瀬
の
百
姓
も
、
小
作
か
ら
開
放
さ
れ
、
自
作
農
経
営
農
家
に

生
ま
れ
変
わ
っ
た
が
、
文
政
十
一
年
当
時
の
農
家
規
模
と
現
在
の
嘉
瀬
を

対
比
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
と
。

別
掲
の
『
昭
和
五
九
年
度
金
木
町
農
家
戸
数
表
』
に
目
を
通
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
文
政
十
一
年
の
嘉
瀬
村
は
、
壱
町
歩
以
上
の
耕
作
戸
数
八
九

戸
①
五
三
％
、
壱
町
歩
以
下
七
九
戸
②
四
七
％
、
五
反
歩
以
下
三
六
戸
③

二
○
％
で
、
昭
和
五
九
年
度
の
金
木
町
嘉
瀬
は
、
一
町
歩
以
上
耕
作
者
戸

数
①
三
一
三
戸
五
五
・
六
％
、
壱
町
歩
以
下
二
五
七
戸
②
四
四
・
四
％
、

五
反
歩
以
下
一
一
○
戸
③
一
九
％
と
、
藩
政
時
代
よ
り
開
田
も
進
み
、
分

家
ま
た
は
独
立
農
家
が
大
幅
に
増
え
た
と
言
っ
て
も
、
現
在
も
約
二
○
％

の
零
細
が
出
稼
ぎ
な
く
し
て
生
活
が
な
り
立
っ
て
い
な
い
実
態
か
ら
、
個

つ
な
ぐ
者
も
出
、
借
金
か
ら
は
い
あ
が
ら
れ
ず
、
地
主
に
土
地
を
買
い
た

た
か
れ
る
も
の
、
ま
た
北
海
道
に
活
路
を
求
め
て
逃
避
す
る
者
続
出
、
百

姓
の
苦
難
の
時
代
で
あ
っ
た
。
百
姓
の
働
き
手
で
あ
る
若
者
、
一
家
の
柱

で
あ
る
主
人
は
、
天
皇
の
御
子
と
し
て
、
満
洲
事
変
、
支
那
事
変
、
大
東

亜
戦
の
戦
争
に
狩
り
出
さ
れ
た
百
姓
に
、
苦
難
の
道
か
ら
は
い
あ
が
れ
る
、

時
が
あ
っ
た
ろ
う
か
？

昭和59年度金木町農家戸数表 卯
四
月
古
町
当
前
中

惣
〆
弐
百
七
石
壱
斗
六
升

（
一
、
八
八
三
反
二
七
）

洲
一
吋

戸
作
１

｜
耕

％田
別
町
函

水
反
１

％家
口
人
躯

農
人
孔

％家
数
戸
池

豊
戸
Ｌ

、
認

文
政
二
已
卯
年
四
月
（
西
暦
一
、
八
一
九
年
）

人

2，缶1

戸
顕

町
函

嘉瀬 1町24記.8型.0 記.2

戸数 別耕 作反 別％

能
登
屋
傅
左
ェ
門

瀬金木町|嘉
戸数｜％｜戸 薮~「可Z

202戸3反未満 447戸11．9 8．1

3反以上～5反未満19911．763

5 反 以 上 ～ 1 町 歩 未 満 4 4 3 記 . 0 1 4 7

10．9

あ.4

’

5反以上～1町歩未満 子
三
月

惣
〆
弐
百
五
拾
石
五
斗
参
升
一
六
八
戸

、
二
七
七
反
五
五
）

文
政
拾
壱
戌
子
年
三
月
（
西
暦
一
、
八
二
八
年
）

1町歩以上～2m渉未満 182430 あ.3 詔1.4

2町歩以上 狸
一
一

一
一
銀

０
９
７

４
７
５

１
５
２

１
６

●

錫
⑲

８
２
４

２
０
４

４
７
８

９
１

聖.2

計

1町歩未満
嘉
瀬
村
庄
屋
権
左
エ
門

1町歩以上 缶.6858 印.4 322

々
の
営
農
規
模
が
、
な
ん
ら
藩
政
時
代
と
大
差
が
無
く
、
大
き
く
変
わ
っ

て
い
な
い
こ
と
を
、
鳴
海
勲
家
保
存
『
金
木
組
嘉
瀬
村
八
幡
宮
御
神
楽
入

用
割
合
取
立
人
別
帳
」
の
記
録
か
ら
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
と
め

昭
和
五
五
年
の
凶
作
、
昭
和
五
六
・
五
七
年
の
不
作
と
、
日
本
経
済
の

低
下
も
あ
っ
て
、
現
在
も
嘉
獺
の
農
家
が
農
業
経
営
借
り
入
れ
金
の
返
済
、

農
機
具
購
入
の
返
済
に
追
わ
れ
、
昭
和
五
九
年
史
上
最
高
の
収
穫
高
に
な

っ
た
と
云
え
ど
も
、
一
町
歩
以
上
の
耕
作
者
の
大
半
も
、
冬
期
間
出
稼
ぎ

せ
ざ
る
を
得
な
い
嘉
瀬
を
み
る
と
き
、
歴
史
は
く
り
か
え
さ
れ
る
と
云
わ

れ
る
が
、
私
達
は
、
嘉
瀬
の
先
人
か
ら
百
姓
歴
史
の
苦
難
の
道
を
学
び
、

原
点
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
よ
っ
て
本
編
の
『
金
木
組

嘉
瀬
八
幡
宮
御
神
楽
入
用
割
合
取
立
人
別
帳
』
は
、
嘉
瀬
の
貴
重
な
記
録

の
文
献
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
。

（
筆
者
注
Ⅱ
表
記
し
た
面
積
は
反
以
下
も
十
進
法
に
よ
る
。
）

が
書
き
残
し
た
昭
和
二
年
の
山
中
家
日
記
を
み
る
と
き
、
今
年
は
壱
反
歩

当
り
五
俵
の
収
穫
高
が
あ
り
、
近
年
ま
れ
に
み
る
豊
作
の
当
り
年
と
、
こ

お
ど
り
し
て
喜
ん
で
居
る
姿
を
浮
き
ぼ
り
に
記
し
て
い
る
。

水
田
改
良
、
営
農
技
術
が
向
上
し
て
、
反
当
り
平
均
一
○
俵
以
上
収
穫
を

あ
げ
得
る
現
在
は
、
往
時
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
て
隔
世
の
観
が
あ
る
も
の

の
、
百
姓
の
本
命
で
あ
る
、
百
姓
の
耕
作
反
別
が
増
大
し
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
、
次
に
一
戸
当
り
の
耕
作
面
積
を
封
建
時
代
の
藩
政
時
と
現
在
を
対

比
し
て
み
よ
う
。

百
姓
は
凶
作
と
の
闘
い
で
あ
っ
た
。
「
山
中
日
記
』
で
も
、
『
昭
和
七

年
皆
無
作
も
で
る
』
『
昭
和
九
年
不
作
』
『
昭
和
十
年
東
風
強
く
皆
無
作

で
、
上
田
で
や
や
三
分
作
』
と
記
さ
れ
、
嘉
瀬
の
湿
田
地
帯
は
連
続
凶
作

に
み
ま
わ
れ
て
き
た
。
当
時
の
嘉
瀬
の
底
辺
百
姓
も
、
人
身
買
売
で
食
い

嘉 瀬 の 皆さんへ

嘉瀬ふるさとを探る会

嘉
瀬
の
皆
さ
ん
、
お
宅
の
普
棚
の
隅
に
、
納
屋
の
奥
に
、
仏
鞭
の
喪

に
、
虫
食
い
に
さ
ら
さ
れ
、
忘
れ
去
ら
れ
て
あ
る
古
文
晋
が
あ
り
ま
せ

ん
か
、
さ
が
し
て
み
て
下
さ
い
。

例
え
ば
、
夛
方
見
物
の
記
行
這
預
教
関
係
の
過
去
帳
仏
哩

『
田
方
年
貢
堕
胃
ぃ
用
水
且
言
い
道
路
且
『
田
方
区
画
帳

皇
等
々
、
古
い
古
文
書
が
あ
だ
ら
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

ふ
る
さ
と
を
探
る
会
で
は
、
そ
こ
か
ら
嘉
瀬
の
歴
史
を
探
り
、
調
査

記
録
し
、
次
代
に
残
し
て
ゆ
く
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。
御
協
力

お
願
い
し
ま
す
。

歩
皆
無
と
、
皆
無
作
地
は
飯
詰
村
で
三
五
町
歩
、
喜
良
市

村
で
二
八
町
歩
、
金
木
村
で
一
○
三
町
歩
、
中
里
村
で
一

七
六
町
四
、
内
潟
村
で
一
○
○
町
歩
、
嘉
瀬
村
で
は
実
に

一
八
三
町
歩
と
、
嘉
瀬
村
が
津
軽
北
部
地
方
で
は
最
大
の

凶
作
被
害
を
受
け
た
。
他
村
で
は
平
均
二
。
五
分
作
の
収

穫
高
に
対
し
て
、
嘉
瀬
村
は
、
平
均
一
・
五
分
作
の
収
穫

高
し
か
な
く
、
晩
稲
は
全
滅
し
て
い
る
。

ま
た
、
金
木
町
嘉
瀬
（
本
町
）
の
山
中
雄
湖
氏
の
先
祖

’
l（）
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